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東京都中学校視聴覚教育研究会規約  

 
第１条（名称および事務所）  
    本会は東京都中学校視聴覚教育研究会といい、事務所を会長の勤務する学校または  
会長の指定する所におく。  

 
第２条（目的）  
    本会は中学校における視聴覚教育の研究、調査ならびにその普及、促進をはかること
を目的とする。  

 
第３条（事業）  
    本会はその目的を達成するために下の事業を行う。  
   1.中学校における視聴覚教育に関する研究ならびに調査。  
     2.中学校における視聴覚教育の普及、促進ならびにその施設の拡充に寄与すること。 
     3.関係諸団体との連絡、提携をはかること。  
     4.その目的達成に必要なこと。  
 
第４条（組織）  
  本会は東京都の中学校視聴覚教育研究団体を以て組織する。  
 
第５条（役員）  
    本会に下の役員をおく。任期は２年とし、再任をさまたげない。  
   会長   １名     副会長   若干名  
 
第６条（会計監査）  
  本会に会計監査を２名おく。会計監査は会計を監査する。  
 
第７条（役員の任務）  
  会長は会を代表し、会務を総括する。副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは
その職務を代行する。  

 
第８条（役員ならびに会計監査の選出）  
  会長、副会長ならびに会計監査は、理事会でこれを選出する。  
 
第９条（理事の選出）  
  各参加団体は、それぞれ理事１名ずつを選出する。  
 
第１０条（理事会）  
    理事会は年一回開き、次の事項を組織する。ただし必要のあるときは臨時に開くこと
ができる。  

     1.事業計画ならびに業務の報告。  
     2.予算、決算に関すること。  
     3.会長、副会長ならびに幹事の選任。  
     4.規約改正に関すること。  
     5.その他重要な事項。  
 
第１１条（幹事）  
  本会に幹事若干名をおく。幹事は各参加団体から１名ずつ選出する。ほかに会長が推
薦することができる。  

  幹事は理事が兼ねることができる。  
 
第１２条（幹事会）  
  幹事会の会長、副会長、幹事ならびに専門部会の部長、副部長を以て構成し、会務の
執行にあたる。  

 
第１３条（事務局）  
    本会に事務局をおき、事務局長、次長ならびに事務局員若干名を以てこれにあてる。  
    事務局長、次長ならびに事務局員は幹事の中から会長がこれを委嘱する。  
 
第１４条（事務局の任務）  
  事務局長の任務はおおむね次の通りとする。  

  1.庶務ならびに会計に関すること。  
    2.会報の編集ならびに発行に関すること。  
    3.理事会、幹事会または会長から委任されたこと。  
    4.その他（東京都中学校視聴覚教育研究会運営に関して）必要なこと。  
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第１５条（専門部会）  
    本会の事業を行うため、若干の専門部会をおくことができる。  
  各専門部会の部長は会長が委嘱する。専門部会の改廃は幹事会でこれを決める。  
 
第１６条（顧問・参与）  
  本会に顧問ならびに参与をおくことができる。顧問ならびに参与は理事会にはかり、
会長がこれを委嘱する。  

 
第１７条（会計）  
    本会の経費は会費、寄付金、ならびにその他の収入を以てこれにあてる。  
  会費は年額１校あたり 1,350 円とする。本会の会計年度は 4 月 1 日に始まり、翌年
の 3 月 31 日に終わる。  

 
第１８条（細則）  
    本会の運用にあたり必要のあるときは細則を定めることができる。  
 
第１９条（付則）  
    この規約は昭和 49 年 5 月 28 日からこれを実施する。  
 
  平成 16 年度理事会において、第 17 条会費の年額を改訂。  


